
一

上海から明朝体活字がやってきた

全
長
六
、三
〇
〇
キ

ロ

メ

ー

ト

ル

の

大
河
揚
子
江
に

注
ぐ

黄
浦
江
の

西
岸
に

上
海
市
が

広
が

っ

て

い

ま

す
。

清
朝
政
府
は

阿
片
戦
争
の

敗
北
に

よ

っ

て

イ

ギ

リ

ス

に
香
港
を

割
譲
し
、

上
海
を

対

外
通
商
港
と

し

て

開
港
せ

ざ

る

を

え

ま

せ

ん

で

し

た
。

イ

ギ

リ

ス

に

続
い

て

ア

メ

リ

カ

・

フ

ラ

ン

ス

も

上
海
を

対
外
通
商
港
と

し
、

や

が

て

自
国
の

居
留
地
の

権
益
を

守
る

た

め

に

警
察
権
・

行
政
権
を
握
り

ま

す
。

租そ

界か
い

の

誕
生
で

す
。

現
在
上
海
の

観
光
ス

ポ

ッ

ト

と

し

て

多
く

の

人
々
の

目
を

ひ

き

つ

け

る

外バ

ン

ド灘
に

建
ち

な

ら

ぶ

建
築
群
は
、

上
海

に

展
開
し

た

外
国
資
本
に

よ

っ

て

一
九
二
〇
年
代
中
頃
ま

で

に

作
ら

れ

た

も

の

で

す
。

こ

の

建
築
群
か

ら

南
へ

す

こ

し

下
っ

た

と

こ

ろ

の

中
華
路
に
小
東
門
と

い

う

名
の

バ

ス

停
が

あ

り

ま

す
。

か

つ

て

楕
円
形
の
城
壁
で

囲
ま

れ

て

い

た

上
海
城
の

東
側
の

門
の

名
前
で

す

が
、

こ

の

小
東
門
か

ら

東
へ

三
〇
〇
メ

ー

ト

ル

ほ

ど
歩
く

と
、

黄
浦
江
と

中

山
東
二
路
に

囲
ま

れ

た

小
さ

な

台
形
の
土
地
に

ぶ

つ

か

り

ま

す
。

こ

こ

は

フ

ラ

ン

ス
租

小
宮
山
博
史

上
海
か
ら

明
朝
体
活
字
が
や
っ

て

き

た



二

上海から明朝体活字がやってきた

界
の

東
南
端
に

あ

た

り
、

フ

ラ

ン

ス

警
察
小
東
門
派
出
所
が

設
け

ら

れ

て

い

ま

し

た
。

こ

の

派
出
所
の

左
に
美
華
書
館
と

い

う

名
前
の

印
刷
・
出
版
所
が

建
っ

て

い

ま

し

た
。

美
華
書
館
は
北
米
長
老
教
会
が
作
っ

た

印
刷
・
出
版
所
で
、
正
式
名
はA
m
erican Pres-

byterian M
ission Press

と

い

い

ま

す
。

美
華
書
館
は

一
八
六
〇
年
一
二
月
寧ニ
ン
ポ
ー波
か

ら

上

海
に
進
出
し
、

中
国
内
で

の

キ

リ

ス

ト

教
伝
道
の

た

め

に
大
量
の

漢
訳
聖
書
や

布
教
用

小
冊
子
な

ど

を

印
刷
・
出
版
し

て

い

き

ま

す
。

こ

の
美
華
書
館
を

は

じ

め

そ

の
他
の

伝

道
会
印
刷
所
が

印
刷
し

た

書
籍
の

ほ

と

ん

ど

が

明
朝
体
☆
註
一

活
字
で

印
刷
さ

れ

て

い

る

こ

と

は

注
目
に

値
し

ま

す
。

欧
文
書
体
の

基
本
書
体
が

ロ

ー

マ

ン
体
☆
註
二

で

あ

る

こ

と

か

ら
、

そ

れ

に

近
い

デ

ザ

イ

ン

で

あ

る

明
朝
体
が
選
ば

れ

た

の

で

あ

ろ

う

と
想
像
で

き

ま

す

が
、

そ

の

他
に
、

経
験
と

感
性
が
不
可
欠
な

毛
筆
楷
書
☆
註
三

が
書
け

な

い

人
で

も
、

明
朝
体
は

わ

り

あ

い

容
易
に

デ

ザ

イ

ン

で

き

る

と

い

う

側
面
も

あ

っ

た

か

ら

で

は

な

い

か

と
私
は

ひ

そ

か

に

考
え

て

い

ま

す
。

で

は

誰
が

短
時
間
に
大
量
印
刷
を

可
能
に

す

る
近
代
活
版
印
刷
☆
註
四

技
術
に

こ

の

明
朝
体

を

組
み

こ

ん

だ

の

で

し

ょ

う

か
。

た

し

か

に

明
朝
体
と

い

う

ス

タ

イ

ル

は

中
国
人
が

木

版
印
刷
☆
註
五

用
書
体
と

し

て

作
り

だ

し

た

も

の

に

違
い

あ

り

ま

せ

ん

が
、

工
業
製
品
と

し

て

の

金
属
活
字
☆
註
六

に

い

ち

早
く

明
朝
体
を

採
用
し

た

の

は

実
は

中
国
人
で

は

な

く
、

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

人
で

し

た
。

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

で

は

早
く

か

ら

東
洋
へ

の

興
味
や
関
心
が

高
く
、

ま

た

貿
易
活
動
や

植
民
地
経
営
な

ど

か

ら

現
地
の
言
語
の
活
字
化
が

進
ん

で

い

ま

し

た
。

明

朝
体
漢
字
活
字
も

そ

の

流
れ

の

中
で

生
ま

れ

た

の

で

す
。

一
八
六
八
年
、

日
本
で

は

明
治
元
年
で

す

が
、

上
海
で

活
動
す

る

ア

メ

リ

カ

メ

ソ

ジ

ス

ト

監
督
教
会
の
宣
教
師
が
創
刊
し

た

漢
字
雑
誌
に

『
教
会
新
報
★
図
一

』

と

い

う

の

が

あ

り

ま

す
。

い

ろ

い

ろ

な

分
野
の
記
事
や
世
界
の

ニ

ュ

ー

ス
、

各
教
会
の

活
動
な

ど

そ

の
内

☆
註
一
…
…
明
朝
体　
印
刷
・
表
示
用
の
基
本
書
体
。
縦
線
は

太
く
、
細
い
横
線
に
は
ウ
ロ
コ
と
称
す
る
三
角
形
を
つ
け
る
。

毛
筆
楷
書
を
水
平
垂
直
構
成
に
し
て
、
点
や
曲
線
（
ハ
ラ
イ
）

の
形
を
定
型
化
し
た
書
体
。
明
朝
体
と
い
う
名
称
の
起
源
と
そ

の
名
称
が
初
め
て
使
わ
れ
た
年
代
は
不
明
。『
東
京
日
日
新
聞
』

明
治
八
（
一
八
七
五
）
年
九
月
五
日
号
の
本
木
昌
造
追
悼
記
事

に
は
「
明
朝
風
」
と
い
う
表
現
が
あ
り
、
こ
れ
が
最
も
早
い
使

用
例
で
は
な
い
か
。
日
本
の
文
字
組
版
の
ほ
と
ん
ど
は
こ
の
書

体
に
よ
る
。

☆
註
二
…
…
ロ
ー
マ
ン
体　
欧
文
書
体
の
基
本
書
体
。
古
典
ロ

ー
マ
文
字
に
範
を
と
っ
た
書
体
で
、
縦
線
が
太
く
線
の
上
下
辺

に
は
左
右
に
突
き
出
た
セ
リ
フ
が
つ
く
。
一
五
世
紀
後
半
に
印

刷
用
書
体
と
し
て
出
現
。
制
作
年
代
と
形
態
か
ら
通
常
は
ヴ
ェ

ネ
チ
ア
ン
・
オ
ー
ル
ド
ロ
ー
マ
ン
・
ト
ラ
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ル
・
モ

ダ
ン
ロ
ー
マ
ン
の
四
種
類
に
分
類
さ
れ
る
。
セ
ン
ト
ー
ル
・
ギ

ャ
ラ
モ
ン
・
バ
ス
カ
ー
ビ
ル
・
キ
ャ
ス
ロ
ン
・
デ
ィ
ド
ー
・
ボ

ド
ニ
な
ど
名
作
が
多
い
。

☆
註
三
…
…
楷
書
体　
印
刷
・
表
示
用
書
体
の
一
種
。
毛
筆
楷

書
を
活
字
化
し
た
も
の
で
、
最
も
早
く
制
作
さ
れ
た
楷
書
体
は

明
治
八
（
一
八
七
五
）
年
発
表
の
弘
道
軒
清
朝
体
で
あ
ろ
う
。

明
朝
体
や
ゴ
シ
ッ
ク
体
と
い
う
基
本
書
体
を
補
完
す
る
書
体
と

し
て
の
役
割
が
主
で
、
本
文
用
書
体
と
し
て
使
わ
れ
た
歴
史
は

ほ
と
ん
ど
な
い
。
楷
書
体
の
一
種
に
教
科
書
楷
書
体
が
あ
る
。

こ
れ
は
小
学
生
用
教
科
書
に
使
わ
れ
る
楷
書
体
で
、
児
童
の
筆

記
文
字
と
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
字
形
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
楷
書
体
の
名
称
の
一
つ
に
正
楷
書
体
が
あ
る
が
、
こ
れ
は

上
海
の
漢
文
正
楷
印
書
局
が
作
っ
た
楷
書
体
の
名
称
で
、
書
体

分
類
の
一
項
目
に
は
相
当
し
な
い
。

☆
註
四
…
…
活
版
印
刷　
一
五
世
紀
中
頃
ド
イ
ツ
マ
イ
ン
ツ
の

人
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
に
よ
っ
て
発
明
さ
れ
た
と
い
う
。
鋳
造
し

た
金
属
活
字
で
文
章
を
組
み
、
イ
ン
キ
を
活
字
表
面
に
塗
り
、

紙
を
被
せ
て
印
刷
機
で
プ
レ
ス
し
て
印
刷
物
を
作
る
。
グ
ー
テ

ン
ベ
ル
ク
の
発
明
し
た
こ
の
活
版
印
刷
術
は
発
明
と
同
時
に
完

成
し
た
技
術
で
あ
っ
て
、
シ
ス
テ
ム
は
現
在
に
い
た
る
ま
で
基

本
的
に
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
日
本
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
活
版
印

刷
術
が
伝
わ
っ
た
の
は
天
正
一
八
（
一
五
九
〇
）
年
で
、
天
正

遣
欧
使
節
は
印
刷
機
や
印
刷
機
材
を
携
え
て
帰
国
し
、
翌
一
九

年
に
は
早
く
も
印
刷
に
か
か
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
「
き
り
し

た
ん
版
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
慶
長
一
九
（
一
六
一

四
）
年
の
き
り
し
た
ん
追
放
令
に
よ
っ
て
西
欧
式
の
印
刷
活
動

は
終
息
し
、
次
に
西
欧
印
刷
術
が
日
本
に
入
る
の
は
二
五
〇
年

後
の
明
治
二
（
一
八
六
九
）
年
で
あ
る
。

☆
註
五
…
…
木
版
印
刷　
活
字
版
に
た
い
し
て
整
版
ま
た
は
一

枚
版
と
も
い
う
。
黄
楊
・
桜
材
な
ど
に
手
書
き
の
版
下
を
裏
表

逆
に
し
て
貼
り
、
彫
刻
刀
で
陽
刻
（
凸
刻
）
し
た
の
ち
墨
を
つ

け
上
に
紙
を
お
い
て
バ
レ
ン
で
摺
る
印
刷
法
。
書
籍
や
絵
画
な



三

上海から明朝体活字がやってきた

容
は
多
彩
で
、

雑
誌
形
式
の

新
聞
と

思
っ

て

い

た

だ

け

た

ら

よ

ろ

し

い

で

し

ょ

う
。

こ

の

『
教
会
新
報
』

の

中
に

二
ペ

ー

ジ

を

使
っ

た

美
華
書
館
の

活
字
販
売
広
告
が
出
て

い

ま

す
。

書
体
は

す

べ

て

明
朝
体
で
、  

種
類
と

文
字
数
は

次
の

と

う

り

で

す
。

　
　

一
号 

D
ouble Pica 

二
四
ポ

イ

ン

ト 

五
〇
字

　
　

二
号 

D
ouble Sm

all Pica 

二
二
ポ

イ

ン

ト 

二
種
類 

各
六
六
字

　
　

三
号 

Tw
o-line Brevier 

一
六
ポ

イ

ン

ト 

一
〇
三
字

　
　

四
号 

Three-line D
iam
ond 

一
三
・

五
ポ

イ

ン

ト 

一
四
二
字

　
　

五
号 

Sm
all Pica 

一
一
ポ

イ

ン

ト 

一
五
二
字

　
　

六
号 

Brevier 
八
ポ

イ

ン

ト 

九
六
字

一
号
か

ら

六
号
ま

で

の

号
数
表
示
は
、

の

ち

に
日
本
の

活
字
☆
註
七

サ

イ

ズ

と

な

っ

た

号
数

制
の

名
称
で

は

な

く
、

中
国
語
で

い

う

順
番
つ

ま

り

一
番
目
二
番
目
と

い

う

意
味
だ

と

思
わ

れ

ま

す
。

各
号
に

た

い

す

る

ア

メ

リ

カ

で

の

名
称
と

ポ

イ

ン

ト
数
値
は

こ

の
広
告

に

は

あ

り

ま

せ

ん

が
、

大
き

さ

を

実
感
し

て

い

た

だ

く

た

め

に

号
数
の
下
に

入
れ

て

お

き

ま

し

た
。

こ

の

時
期
に

見
出
し

か

ら

本
文
、

注
釈
ま

で

に

対
応
で

き

る

サ

イ

ズ

の

明

朝
体
活
字
が

揃
っ

て

い

た

こ

と

に

驚
か

さ

れ

ま

す
。

で

は

こ

の

六
サ

イ

ズ

七
書
体
の
制

作
者
は

誰
な

の

で

し

ょ

う

か
。

読
者
の
皆
様
は

「
も

ち

ろ

ん

中
国
人
が

作
っ

た

の

さ
」

と

お

っ

し

ゃ

る

と

思
い

ま

す

が
、

残
念
な

が

ら

は

ず

れ

で

す
。

ど
の
印
刷
に
使
わ
れ
る
。
書
籍
で
は
一
枚
の
板
に
見
開
き
二
頁

（
一
丁
と
い
う
）
を
彫
刻
し
印
刷
し
、
印
刷
し
た
一
丁
づ
つ
を

袋
と
じ
に
し
て
綴
じ
る
。
中
国
で
こ
の
印
刷
法
が
本
格
的
に
な

っ
た
の
は
八
世
紀
初
め
で
あ
ろ
う
。
わ
が
国
で
木
版
印
刷
が
見

学
で
き
る
と
こ
ろ
と
し
て
、
京
都
宇
治
の
隣
の
黄
檗
駅
の
近
く

に
あ
る
黄
檗
山
万
福
寺
宝
蔵
院
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

こ
で
は
今
で
も
重
要
文
化
財
の
指
定
を
う
け
て
い
る
鉄
眼
版
一

切
経
の
版
木
六
万
枚
を
使
っ
て
印
刷
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

☆
註
六
…
…
金
属
活
字　
鉛
を
主
体
と
し
た
錫
・
ア
ン
チ
モ
ン

の
活
字
合
金
で
鋳
造
し
た
四
角
い
長
方
体
の
上
面
に
、
逆
向
き

で
文
字
や
記
号
が
凸
の
状
態
で
浮
き
出
て
い
る
。
行
間
や
字
間

に
使
う
イ
ン
テ
ル
や
ク
ワ
タ
を
組
み
合
わ
せ
て
文
字
版
面
を
作

る
。
活
字
の
高
さ
はJIS

の
規
格
で
は23.45m

m

で
あ
る
。

李
朝
朝
鮮
で
は
一
五
世
紀
後
半
以
降
銅
活
字
が
大
量
に
作
ら
れ

各
種
の
書
籍
を
印
刷
し
た
。
現
存
す
る
も
っ
と
も
早
い
金
属
活

字
に
よ
る
印
刷
刊
本
は
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
が
収
蔵
す
る

『
白
雲
和
尚
抄
録
仏
祖
直
指
心
体
要
節
』
で
、
「
宣
光
七
年
丁
巳

七
月　

日
清
州
牧
外
興
徳
寺
鋳
字
印
施
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

宣
光
七
年
は
一
三
七
七
年
で
あ
り
、
清
州
は
ソ
ウ
ル
か
ら
南
へ

車
で
二
時
間
ほ
ど
の
現
清
州
市
で
あ
る
。
こ
れ
を
記
念
す
る
清

州
古
印
刷
博
物
館
は
興
徳
寺
跡
に
建
っ
て
い
る
。
李
朝
活
字
は

活
字
が
低
く
、
底
は
窪
ん
で
い
て
固
定
材
の
蜜
蝋
を
し
っ
か
り

と
く
わ
え
る
役
目
を
し
て
い
る
。

☆
註
七
…
…
活
字　
通
常
「
活
字
」
と
い
う
と
金
属
活
字
を
想

像
す
る
が
、
写
植
書
体
も
デ
ジ
タ
ル
フ
ォ
ン
ト
も
活
字
と
呼
ん

で
よ
い
。
活
字
の
性
格
は
繰
り
返
し
て
使
う
こ
と
が
で
き
、
ど

こ
で
使
わ
れ
て
も
い
つ
も
同
じ
字
形
で
あ
る
こ
と
が
基
本
で
あ

る
と
す
る
な
ら
ば
、
金
属
で
あ
ろ
う
と
フ
ィ
ル
ム
で
あ
ろ
う
と

点
の
集
合
で
あ
ろ
う
と
そ
れ
は
文
字
生
成
の
シ
ス
テ
ム
の
違
い

で
あ
っ
て
、
活
字
と
し
て
の
役
割
は
な
ん
ら
か
わ
り
が
な
い
。

活
字
は
中
国
語
で
、
英
語
で
はM

ovable Type

と
も
い
う
。

と
も
に
活
字
の
性
格
を
う
ま
く
表
現
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。

★
図
一
…
…
『
教
会
新
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
美
華
書
館
活
字
広
告
、
一
八
六
八
（
明
治
元
）
年
一
一
月
。﹇
四
〜
七
頁
参
照
﹈
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上海から明朝体活字がやってきた



五

上海から明朝体活字がやってきた

★
図
一―

一



六

上海から明朝体活字がやってきた



七

χ
活
字
サ
イ
ズ
（
号
数
制
）　

明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
以
降
日
本
に
お
け

る
金
属
活
字
サ
イ
ズ
の
呼
称
。
そ
の
出
自
と
名
称
は
上
海
美
華
書
館
の

『
教
会
新
報
』
に
掲
載
し
た
活
字
販
売
広
告
に
よ
る
。
美
華
書
館
広
告
は

「
号
」
を
活
字
サ
イ
ズ
の
呼
称
と
し
て
使
っ
た
の
で
は
な
く
、
「
一
番
目
」

「
二
番
目
」
と
大
き
さ
の
順
に
番
号
を
振
っ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
こ
の
順
番

を
活
字
サ
イ
ズ
の
呼
称
と
し
た
の
は
、
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ギ
ャ
ン
ブ
ル
に
教

え
を
受
け
た
本
木
昌
造
で
あ
る
。
本
木
は
一
号
の
上
に
初
号
を
創
設
し
、

美
華
書
館
で
は
六
番
目
の
大
き
さ
で
あ
っ
た
活
字
を
一
つ
下
げ
て
七
号
と

し
、
五
号
の
下
に
新
た
に
六
号
を
配
し
た
。

日
本
の
活
字
史
で
は
「
鯨
尺
」
一
分
を
基
本
に
し
て
大
き
さ
を
設
定
し

た
と
い
わ
れ
て
い
た
が
、
誤
り
。
美
華
書
館
が
使
用
し
て
い
た
ア
メ
リ
カ

の
活
字
寸
法
を
そ
の
ま
ま
流
用
し
た
も
の
で
、一
号
は
二
四
ポ
イ
ン
ト（
以

下
印
刷
物
か
ら
の
測
定
値
で
、約8.55m

m

）、二
号
は
二
二
ポ
イ
ン
ト（
約

7.6m
m

）、
三
号
は16

ポ
イ
ン
ト
（
約5.6m

m

）、
四
号
は13.5pt

（
約

4.8m
m

）、
五
号
は
一
一
ポ
イ
ン
ト
（
約3.7m

m

）、
七
号
（
美
華
書
館

で
は
六
番
）
は
八
ポ
イ
ン
ト
（
約2.8m

m

）
で
あ
る
。
の
ち
に
こ
の
号
数

サ
イ
ズ
は
倍
数
関
係
が
成
り
立
つ
よ
う
に
寸
法
が
手
直
し
さ
れ
た
が
、
金

属
活
字
の
衰
退
と
と
も
に
今
で
は
ほ
と
ん
ど
使
用
さ
れ
な
い
。
念
の
た
め

にJIS Z 8305-1962

『
活
字
の
基
準
寸
法
』
に
書
か
れ
て
い
る
号
数
サ

イ
ズ
の
名
称
と
寸
法
を
下
に
示
す
。

　

初
号
…14.76m

m
 

一
号
…9.224m

m

　

二
号
…7.379m

m
 

三
号
…5.535m

m

　

四
号
…4.612m

m
 

五
号
…3.690m

m

　

六
号
…2.767m

m
 

七
号
…1.845m

m

　

八
号
…1.348m

m

χ
活
字
の
サ
イ
ズ
（
ポ
イ
ン
ト
制
）　
活
字
サ
イ
ズ
と
し
て
の
ポ
イ
ン
ト
制

を
最
初
に
考
え
た
の
は
フ
ラ
ン
ス
の
ピ
エ
ー
ル
・
シ
モ
ン
・
フ
ー
ル
ニ
エ

で
、
一
七
六
四
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
フ
ー
ル
ニ
エ
の
ポ
イ
ン
ト
は
図
示

し
た
ス
ケ
ー
ル
が
不
正
確
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
基
準
と
し
た
シ
セ
ロ
活
字

（
一
二
フ
ー
ル
ニ
エ
・
ポ
イ
ン
ト
）
の
鋳
造
所
を
明
示
し
な
か
っ
た
た
め
、 

正
確
さ
に
疑
問
が
生
じ
た
と
い
う
。

　

一
七
七
〇
年
頃
同
じ
く
フ
ラ
ン
ス
の
フ
ラ
ン
ソ
ワ
ー
ズ
・
ア
ン
ブ
ロ
ア

ー
ズ
・
デ
ィ
ド
ー
は
、
こ
の
不
正
確
さ
を
改
善
し
、
そ
れ
ま
で
の
活
字
の

大
き
さ
の
呼
称
を
廃
止
し
て
ポ
イ
ン
ト
数
で
表
示
す
る
と
い
う
提
案
を
お

こ
な
っ
た
。
デ
ィ
ド
ー
ポ
イ
ン
ト
は
フ
ラ
ン
ス
の
古
い
フ
ー
ト
尺
ピ
エ
・

デ
ュ
・
ロ
ア
（324.84

）
を
使
っ
て
い
る
。
そ
の
一
二
分
の
一
を
一
プ
ス

（27.07

）
と
い
い
、
一
プ
ス
の
一
二
分
の
一
を
六
ポ
イ
ン
ト
と
し
た
の
で
、

一
プ
ス
は
七
二
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
か
ら
一
ポ
イ
ン
ト
は0.3759m

m

に

な
る
。
一
八
八
六
年
ア
メ
リ
カ
で
は
マ
ッ
ケ
ラ
ー
・
ス
ミ
ス
・
ア
ン
ド
・

ジ
ョ
ル
ダ
ン
社
の
パ
イ
カ
活
字
の
一
二
分
の
一
を
一
ポ
イ
ン
ト
と
決
め
た
。

一
ポ
イ
ン
ト
は0.3514605m

m

で
あ
る
。
わ
が
国
で
は
ア
メ
リ
カ
ン
ポ

イ
ン
ト
が
採
用
さ
れ
て
い
る
が
、
イ
ン
チ
か
ら
ミ
リ
へ
の
換
算
で
一
ポ
イ

ン
ト0.3514598m

m

と
な
り
、
ア
メ
リ
カ
ン
ポ
イ
ン
ト
と
小
数
点
五
位

以
下
が
異
な
る
が
、
五
位
以
下
の
差
は
無
意
味
な
た
め
切
り
捨
て
て
、
一

ポ
イ
ン
ト0.3514m

m

と
し
て
い
る
。
日
本
で
ア
メ
リ
カ
ン
ポ
イ
ン
ト

が
最
初
に
紹
介
さ
れ
た
の
は『
印
刷
雑
誌
』（
明
治
二
四
年
四
月
号
）で
、「
亞

米
利
加
ノ
活
字
定
点
法
」
と
「
亞
米
利
加
定
点
法
ニ
就
テ
」
で
あ
る
。
同

誌
八
月
号
は
東
京
築
地
活
版
製
造
所
よ
り
の
ア
メ
リ
カ
ン
ポ
イ
ン
ト
に
つ

い
て
の
「
寄
稿
」
を
掲
載
し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
最
初
に

活
字
を
作
っ
た
の
は
東
京
築
地
活
版
製
造
所
で
明
治
二
七
年
で
あ
る
。
こ

れ
以
降
日
本
の
活
字
サ
イ
ズ
は
号
数
制
と
ポ
イ
ン
ト
制
の
二
本
立
て
と
な

っ
た
。
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
上
の
一
ポ
イ
ン
ト
は
、 

一
イ
ン
チ
を

七
二
分
の
一
と
し
た
も
の
で
、
一
ポ
イ
ン
ト
は0.352777

と
な
る
が
、

小
数
点
五
位
以
下
を
四
捨
五
入
し
て0.3528m

m

と
し
て
い
る
。

★
図
一―

二

上海から明朝体活字がやってきた



八

★
図
二
…
…
一
号
の
最
初
期
の
使
用
例
。
上
海
の
墨
海
書
館
が

印
刷
刊
行
し
た
『
馬
太
伝
福
音
書
』。
字
種
が
足
り
ず
木
彫
活
字

で
不
足
字
を
補
っ
て
い
る
。「
蘭
」
な
ど
が
そ
う
で
あ
る
。「
第

一
章
」
の
下
の
「
亞
」
字
の
右
肩
に
あ
る
「
一
」
は
六
号
の
使

用
例
で
あ
る
。

一
号★
図
二

は

ロ

ン

ド

ン

伝
道
会
（London M

issionary Society

）
の

サ

ミ

ュ

エ

ル
・
ダ

イ

ア
（Sam

uel 

D
yer

）

が
活
字
の

も

と

に

な

る
父
型
の
凸
刻
を
始
め
、
ダ

イ

ア

の
死
後
同
じ
伝
道
会
の
宣

教
師
が

引
き

継
ぎ
、

そ

の

あ

と

北
米
長
老
会
印
刷
所
か

ら

転
じ

た

リ

チ

ャ

ー

ド

・

コ

ー

ル
（Richard Cole

）

に

よ

っ

て

改
良
と

新
刻
が

続
け

ら

れ
、

一
八
五
一
年
に

は

四
、七
〇
〇

上海から明朝体活字がやってきた



九

字
に

達
し

て

い

ま

し

た
。

父
型
は

原
寸
の
軟
鉄
に

逆
字
で
凸
刻
さ

れ

た

の

ち
焼
き

を

入

れ

て

硬
度
を

増
し
、

そ

れ

を

銅
の

母
型
材
に

打
ち

込
み

ま

す
。

こ

れ

を

パ

ン

チ

ド

マ

ト

リ

ッ

ク

ス

と

い

い

ま

す
。

打
ち

込
ま

れ

た

文
字
は

凹
形
に

な

り
、

こ

こ

に

活
字
合
金
を

流
し

込
む

と

活
字
が

で

き

あ

が

り

ま

す
。

一
五
世
紀
ド

イ

ツ

で

活
版
印
刷
術
を

発
明
し

た

グ

ー

テ

ン

ベ

ル

ク

の

製
法
と

同
じ

や

り

方
で

す
。

二
号
★
図
三

は

二
種
類
が

掲
載
さ

れ

て

お

り
、

一
つ

は

や

や

右
上
が

り

の
構
成
が

特
徴
の
書

体
で

す
。

こ

れ

は

ド

イ

ツ

人
の

バ

イ

エ

ル

ハ

ウ

ス
（August Beyerhaus

）

と

い

う

活
字
鋳
造

業
者
が

一
八
五
九
年
に

完
成
さ

せ

た

も

の

で
、

偏へ
ん

と

旁つ
く
り

を

別
々
に

作
っ

て

お

い

て

組
み

合
わ

せ

て

一
字
に

す

る

「
分ぶ
ん

合ご
う

活か
つ

字じ

」

と

い

う

シ

ス

テ

ム

の

活
字
で

す
。

制
作
方
法
は

一
号
と

同
じ

パ

ン

チ

ド

マ

ト

リ

ッ

ク

ス

法
に

よ

っ

て

い

ま

す
。

も

う

一
つ

の

二
号
は

水

平
垂
直
の
構
成
で
、

現
在
の

明
朝
体
と

ほ

と

ん

ど

か

わ

り

ま

せ

ん
。

こ

の
書
体
は

一
八

六
八
年
ご

ろ

完
成
し

た

と

思
わ

れ

ま

す

が
、

活
字
の

も

と

に

な

る

父
型
は

金
属
で

は

な

く
、

活
字
と

同
じ

サ

イ

ズ

の

木
材
（
駒
と

い

い

ま

す

）

に

彫
刻
刀
で

逆
字
で

凸
刻
さ

れ

た

も

の

で
、

こ

れ

を

電
気
メ

ッ

キ

法
を
応
用
し

て

母
型
を

作
り
☆
註
八

（
電
胎
母
型
と

い

い

ま

す

）
、

そ

こ

に

活
字
合
金
を

流
し

込
ん

で

活
字
を

鋳
造
し

ま

す
。

こ

の

方
法
を

考
え

だ

し

た

の

は
美
華
書
館
館
長
ウ

イ

リ

ア
ム
・
ギ

ャ

ン

ブ

ル
（W

illiam
 G
am
ble

）

で

す
。

い

ま

ま

で

の

活
字
史
や

印
刷
史
の

本

で

は

「
ガ

ン

ブ

ル
」

と
書
か

れ

て

い

ま

す

が
、「
ギ

ャ

ン

ブ

ル
」

が

正
し

い

と

思
い

ま

す
。

三
号
★
図
四

は

フ

ラ

ン

ス

王
立
印
刷
所
の

有
名
な

父
型
彫
刻
師
マ

ル

ス

ラ

ン

・

ル

グ

ラ

ン

（M
arcellin Legrand

）

が

父
型
を

彫
っ

た

も

の

で
、

一
八
三
七
年
に

完
成
し

て

い

ま

す
。

こ

の

活
字
の

特
徴
は

二
号
と

同
じ

よ

う

に

「
分
合
活
字
」

の

シ

ス

テ

ム

を
使
っ

て

い

ま

す

が
、

偏
旁
☆
註
九

の

組
み
合
わ

せ

だ

け

で

な

く

冠
脚

か
ん
む
り
あ
し

も

別
々
に
作
っ

て

お

い

て

組
み

合
わ

せ

て

一
字
を

作
り

ま

す
。

し

か

し

冠
脚
の

組
み
合
わ

せ

の
字
は

バ

ラ

ン

ス

が
極
端
に

悪
く
、

★
図
三
…
…
二
種
類
以
上
の
二
号
活
字
を
一
冊
の
本
の
中
で
使

い
分
け
た
珍
し
い
例
。
第
四
十
丁
ま
で
は
分
合
活
字
の
シ
ス
テ

ム
を
使
っ
た
古
い
活
字
で
、
第
一
行
目
「
殿
他
換
錢
」
が
偏
旁

の
分
合
活
字
で
あ
る
。
ど
れ
が
分
合
活
字
か
探
し
て
み
よ
う
。

第
四
十
一
丁
目
以
降
は
新
刻
の
活
字
。
新
旧
の
違
い
は
一
目
で

わ
か
る
。
た
だ
し
第
四
十
丁
目
ま
で
に
も
新
刻
活
字
が
使
わ
れ

て
お
り
、
使
い
分
け
の
理
由
が
何
で
あ
っ
た
か
わ
か
ら
な
い
。

上
海
美
華
書
館
が
一
八
七
〇
年
に
印
刷
刊
行
し
た
『
耶
穌
降
世

伝
』。 

﹇
一
〇
〜
一
一
頁
参
照
﹈

★
図
四
…
…
偏
旁
冠
脚
の
分
合
シ
ス
テ
ム
で
作
ら
れ
た
三
号
活

字
。
上
下
合
成
、
つ
ま
り
冠
脚
の
合
成
の
字
が
ど
れ
か
わ
か
る

だ
ろ
う
か
。
ヒ
ン
ト
は
「
艸
」
冠
、「
竹
」
冠
、下
に
く
る
「
心
」。

特
に
「
竹
」
冠
の
合
成
は
上
下
の
ズ
レ
が
ひ
ど
く
、
中
国
人
に

嫌
わ
れ
た
。
こ
の
本
は
上
海
美
華
書
館
が
一
八
六
三（
文
久
三
）

年
に
印
刷
刊
行
し
た
『
旧
約
全
書
』。 

﹇
一
二
頁
参
照
﹈

☆
註
八
…
…
蝋
型
電
胎
法　
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ギ
ャ
ン
ブ
ル
が
漢

字
活
字
制
作
の
た
め
に
採
用
し
た
方
法
。
欧
米
の
方
法
は
軟
鉄

に
文
字
を
逆
字
で
凸
刻
し
、
そ
れ
に
熱
を
加
え
て
硬
度
を
ま
し

た
の
ち
銅
の
母
型
材
に
打
ち
込
ん
で
凹
型
の
母
型
を
作
り
、
鋳

型
に
は
め
込
み
そ
こ
に
活
字
合
金
を
流
し
込
ん
で
活
字
を
つ
く

る
が
、
こ
の
方
法
で
は
画
数
の
複
雑
な
漢
字
を
小
さ
な
サ
イ
ズ

上
に
彫
る
の
が
至
難
の
業
で
あ
っ
た
。
ギ
ャ
ン
ブ
ル
は
印
刷
所

が
上
海
に
移
転
し
た
早
々
に
、
活
字
の
種
字
を
金
属
材
へ
の
彫

刻
か
ら
か
ら
木
材
へ
の
彫
刻
に
切
り
替
え
た
。
こ
の
結
果
複
雑

な
漢
字
の
彫
刻
が
容
易
に
な
り
、
完
成
度
も
上
が
り
、
か
つ
小

型
化
が
可
能
に
な
っ
た
。
凸
刻
さ
れ
た
種
字
を
あ
る
程
度
の
量

組
版
し
、
加
熱
し
て
柔
ら
か
く
な
っ
た
蜜
蝋
・
松
脂
・
黒
鉛
の

化
合
物
に
押
し
付
け
凹
型
を
作
る
（
蝋
型
と
い
う
）。
こ
れ
に
黒

鉛
を
塗
っ
て
伝
導
性
を
あ
た
え
、
ダ
ニ
エ
ル
電
池
を
応
用
し
た

電
槽
に
漬
け
て
銅
を
集
積
し
て
凸
型
を
取
る
。
そ
れ
を
再
び
電

槽
に
漬
け
て
凹
型
を
作
り
（
シ
ェ
ルShell

あ
る
い
は
ガ
ラ
ハ

G
alvanograph

と
い
う
）、
裏
に
亜
鉛
を
流
し
込
ん
で
強
度

を
高
め
た
う
え
で
銅
の
母
型
材
に
は
め
こ
む
。
こ
れ
が
電
胎
母

型
で
あ
る
。
こ
の
母
型
を
活
字
鋳
造
機
の
鋳
型
に
は
め
こ
み
、

溶
解
し
た
鉛
・
錫
・
ア
ン
チ
モ
ン
の
三
元
合
金
を
流
し
込
ん
で

活
字
を
作
る
。
蝋
型
電
胎
法
は
、
母
型
の
製
造
が
ベ
ン
ト
ン
機

械
彫
刻
機
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
た
あ
と
急
速
に
衰
退
し
、
技
術

の
記
録
も
さ
れ
ず
ま
た
経
験
者
の
死
亡
消
滅
な
ど
も
あ
っ
て
完

全
に
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
昨
年
（
二
〇
〇
三
年
）
株
式
会

社
モ
リ
サ
ワ
な
ど
の
努
力
で
復
元
に
成
功
し
た
。

☆
註
九
…
…
偏
旁
冠
脚　
漢
字
構
成
部
分
の
名
称
。
偏
（
へ

ん
）
は
左
右
構
成
の
左
の
部
分
で
、
「
彳
偏
」「
糸
偏
」
な
ど
。

旁
（
つ
く
り
）
は
左
右
構
成
の
右
側
の
字
形
。
冠
（
か
ん
む
り
）

は
上
下
構
成
の
上
に
く
る
も
の
で
、
「
宀
冠
」「
⻗
冠
」
な
ど
。

脚
（
あ
し
）
は
上
下
構
成
の
下
の
字
形
で
、 「
思
」
の
「
心
」

な
ど
。

上海から明朝体活字がやってきた



一
〇

★
図
三―

一

上海から明朝体活字がやってきた
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一

★
図
三―

二

上海から明朝体活字がやってきた



一
二

★
図
四

上海から明朝体活字がやってきた



一
三

ま

た

画
線
も

細
く

中
国
人
に

は

と

て

も

不
評
で

し

た
。

偏
旁
に

し

ろ
冠
脚
に

し

ろ

そ

れ

ぞ

れ

の

部
分
は

組
み
合
わ

せ

る

形
に

よ

っ

て

大
小
・

長
短
・

位
置
が

変
化
す

る

の

が

自

然
で

す

が
、

分
合
活
字
は

そ

れ

ら

を

単
一
化
・

固
定
化
す

る

他
な

い

の

で

す

か

ら
、

漢

字
使
用
国
の

人
々
に

と

っ

て

は

「
変
な
字
！
」

と

思
わ

れ

た

と

し

て

も

何
の
不
思
議
も

あ

り

ま

せ

ん
ね
。

四
号
★
図
五

は

一
号
と

同
じ

人
々
に

よ

っ

て

同
じ
方
法
で

同
じ

時
期
に

作
ら

れ

ま

し

た
。

小

さ

い

サ

イ

ズ

で

あ

り

な

が

ら

字
形
の

完
成
度
は
高
く
、

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

各
地
や

ア

メ

リ

カ

で
使
わ

れ

ま

し

た

の

で

最
初
の

漢
字
書
体
の

イ

ン

タ

ー

ナ

シ

ョ

ナ

ル

・

ス

タ

ン

ダ

ー

ド

と

い

う

こ

と

が

で

き

る

で

し

ょ

う
。

こ

の

漢
字
書
体
を

最
後
ま

で
使
っ

て

い

た

の

は

オ

ラ

ン

ダ

で
、

一
九
七
〇
年
の

オ

ラ

ン

ダ

の

印
刷
会
社
の

活
字
見
本
帳
に

載
っ

て

い

ま

す
。

や

が

て

こ

の

活
字
も

他
の

新
し

い

漢
字
書
体
に
替
わ

り
、

廃
棄
処
分
と

な

り

ま

し

た

が
、

約
八
〇
〇
本
だ

け

が

日
本
に

回
収
さ

れ

生
き

延
び

ま

し

た
。

こ

の

活
字
は
背
番
号
が

鋳

造
さ

れ

た

珍
し

い

も

の

で

す

が
、

こ

の

お

話
は
別
の

文
章
で

お

話
し

し

ま

し

ょ

う
。

五
号
★
図
六

は
世
界
で
数
多
く

作
ら

れ

た

明
朝
体
の

中
で
最
高
峰
と

も

い
え

る

完
成
度
で

す
。

二
号
と

同
じ

で

木
材
に

彫
刻
刀
で

彫
っ

た

父
型
を

も

と

に
電
気
メ

ッ

キ
法
で

母
型
を

作

っ

た

も

の

で

一
八
六
四
年
に

完
成
し

て

い

ま

し

た
。

も

ち

ろ

ん

文
字
の

版
下
は

中
国
人

が
書
き
、

彫
刻
も

中
国
人
で

あ

っ

た

と

思
わ

れ

ま

す

が
、

こ

の

ア

イ

デ

ア

を
出
し

た

の

が

ウ

イ

リ

ア

ム

・

ギ

ャ

ン

ブ

ル

で

し

た

の

で
、

ギ

ャ

ン

ブ

ル

の

名
前
だ

け

が
記
録
さ

れ

版
下
師
と

彫
刻
師
で

あ

る

中
国
人
の

名
前
は
残
っ

て

い

ま

せ

ん
。

六
号
は

詳
細
が
不
明
で

す

が
、

制
作
者
は

リ

チ

ャ

ー

ド

・

コ

ー

ル

だ

ろ

う

と

思
い

ま

す
。

こ

の

活
字
は

聖
書
の

節
を

表
す

だ

け

で

す

の

で

字
種
は
多
く

あ

り

ま

せ

ん
。

明
治
二
（
一
八
六
九
）

年
一
一
月
、

活
字
制
作
と

活
字
印
刷
の
習
得
に

悪
戦
苦
闘
す

る

★
図
五
…
…
明
朝
体
活
字
初
の
国
際
書
体
で
あ
る
四
号
活
字
。

軟
鉄
へ
の
原
寸
手
彫
り
は
画
数
が
多
い
漢
字
の
彫
刻
は
む
ず
か

し
い
が
、
こ
の
書
体
は
そ
の
困
難
を
乗
り
越
え
た
優
秀
書
体
と

い
え
る
。
漢
字
の
右
側
に
付
い
て
い
る
節
を
示
す
数
字
は
四
・

五
ポ
イ
ン
ト
相
当
で
あ
る
。

こ
の
本
は
上
海
美
華
書
館
か
ら
一
八
六
四
（
元
治
元
）
年
に

印
刷
刊
行
し
た
『
路
加
伝
福
音
書
』。 

﹇
一
四
頁
参
照
﹈

上海から明朝体活字がやってきた



一
四

★
図
五

上海から明朝体活字がやってきた



一
五

★
図
六
…
…
軟
鉄
へ
の
彫
刻
を
や
め
、
木
材
へ
の
彫
刻
に
切
り

か
え
た
こ
と
で
、
小
型
化
と
完
成
度
を
同
時
に
ク
リ
ア
し
た
五

号
活
字
。
こ
の
活
字
が
本
文
用
サ
イ
ズ
と
し
て
定
着
す
る
こ
と

で
、
中
国
・
日
本
の
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
が
確
立
し
た
が
、
日
本

に
お
い
て
は
こ
の
五
号
書
体
に
く
り
か
え
し
改
刻
洗
練
を
加
え
、

今
日
の
明
朝
体
へ
発
展
さ
せ
た
。

こ
の
本
は
五
号
活
字
の
使
用
例
と
し
て
は
最
初
期
の
も
の
と

い
え
る
。
上
海
美
華
書
館
か
ら
一
八
六
五
（
慶
応
元
）
年
に
印

刷
刊
行
し
た
『
旧
約
全
書
』。

上海から明朝体活字がやってきた



一
六

⦿
組
版
仕
様

　
書
体
＝
ヒ
ラ
ギ
ノ
明
朝
Pro W

3
（
漢
字
・
欧
文
・
ア
ラ
ビ
ア
数
字
）＋
築
地
体
前
期
五
号
仮
名
（
仮
名
・
約
物
，「
日
本
の
活
字
書
体
名
作
精
選
」
よ
り
）

　
見
出
し
＝
サ
イ
ズ
：
60
級
／
本
文
＝
サ
イ
ズ
：
16
級
，
字
送
り
：
20
歯
，
行
送
り
：
30
歯
，
1
行
：
36
字
詰
め
・
22
行

　
脚
註
＝
サ
イ
ズ
：
10
級
，
字
送
り
：
10
歯
，
行
送
り
：
13
歯
，
1
行
：
21
字
詰
め
・
50
行

⦿
発
行
＝
大
日
本
ス
ク
リ
ー
ン
製
造
株
式
会
社
　
⦿
デ
ザ
イ
ン
・
組
版
＝
向
井
裕
一
（
glyph

） 
（
2005.03.18

）

長
崎
の

元
阿
蘭
陀
通
詞
本
木
昌
造
は
、

ウ

イ

リ

ア

ム

・

ギ

ャ

ン

ブ

ル

を

長
崎
に

招
聘
し

ま

す
。

こ

の

年
の

一
〇
月
美
華
書
館
の

館
長
を

辞
任
し

た

ギ

ャ

ン

ブ

ル

は

美
華
書
館
所

有
の

印
刷
機
を

含
む

印
刷
機
材
と

活
字
お

よ

び

鋳
造
機
材
を

携
え

て

来
日
し
、

翌
明
治

三
年
三
月
ま

で

の

四
ヵ

月
間
日
本
人
に

活
字
鋳
造
法
と

印
刷
術
を

教
え

ま

す
。
『
教
会

新
報
』

に

よ

れ

ば

滞
在
期
間
中
に

活
字
母
型
三
セ

ッ

ト

（
漢
字
・ 

欧

文
・

仮
名
）

を

作
り
、

英
和
辞

典
の

印
刷
を

試
み

た

よ

う

で

す
。

こ

れ

ら

の

活
字
は
美
華
書
館
が

保
有
し

て

い

る

も

の
、

つ

ま

り

『
教
会
新
報
』

に

掲
載
さ

れ

た

広
告
の
活
字
そ

の

も

の

で

あ

っ

た

と

思
わ

れ

ま

す
。

本
木
昌
造
が

講
習
の

あ

と

作
っ

た

「
崎
陽
新
塾
活
字
製
造
所
」

の

活
字
見
本

☆
註
一
〇
・
★
図
七

（
明

治
五
年
）

を

組
ん

で

い

る

活
字
は
、
美
華
書
館
の
活
字
サ

イ

ズ

と

字
形
が

ま

っ

た

く

同
じ

で

あ

る

こ

と

が

そ

れ

を

物
語
っ

て

い

ま

す
。

ギ

ャ

ン

ブ

ル

が

帯
同
し

て

き

た

機
材
の

購

入
費
用
は

四
、〇
〇
〇
ド

ル

で

あ

っ

た

と

い

わ

れ

て

い

ま

す

が
、

講
習
後
も

美
華
書
館

か

ら

活
字
を

買
い

続
け

そ

れ

を

複
製
し

て

い

っ

た

も

の

と

思
わ

れ

ま

す
。

ギ

ャ

ン

ブ

ル

の

講
習
に

参
加
し

た

人
々
は

こ

の

の

ち

二
つ

に

分
か

れ
、

一
つ

は

の

ち

に
築
地
活
版
製
造
所
に
発
展
し
、

他
方
は
大
蔵
省
印
刷
局
の

基
礎
を

作
り

ま

す
。

築
地

活
版
製
造
所
に

つ

い

て

は

稿
を

改
め

ま

す
。

日
本
の

明
朝
体
の

歴
史
は

こ

の

四
ヵ
月
の
講
習
と

そ

の

後
の

複
製
か

ら

始
ま

っ

た

の

で

す
。

☆
註
一
〇
…
…
活
字
見
本
帳　
活
字
販
売
会
社
が
発
行
す
る
活

字
見
本
と
注
文
書
を
か
ね
た
小
冊
子
。
所
有
す
る
総
て
の
活
字

書
体
を
少
な
い
文
字
で
見
せ
る
総
合
見
本
帳
と
、
あ
る
一
定
の

サ
イ
ズ
の
総
て
の
文
字
を
収
録
し
た
総
数
見
本
帳
の
二
つ
が
あ

る
。
金
属
活
字
時
代
で
は
こ
の
二
種
が
発
行
さ
れ
て
い
た
が
、

写
植
書
体
・
デ
ジ
タ
ル
フ
ォ
ン
ト
で
は
総
合
見
本
帳
だ
け
で
、

総
数
見
本
帳
は
今
ま
で
に
発
行
さ
れ
た
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。

大
日
本
ス
ク
リ
ー
ン
製
造
は
千
都
フ
ォ
ン
ト
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の

『
書
体
総
覧
』
を
総
数
見
本
帳
と
総
合
見
本
帳
を
統
合
し
た
編

集
で
刊
行
（『
書
体
総
覧
﹇
壹
﹈
明
朝
体
・
行
書
体
編
』『
書
体

総
覧
﹇
貮
﹈
ゴ
シ
ッ
ク
体
編
』）。

★
図
七
…
…
明
治
五
年
一
〇
月
刊
行
の
『
新
聞
雑
誌
』
第
六
十

六
号
付
録
に
一
丁
差
し
込
ま
れ
た
本
木
昌
造
の
崎
陽
新
塾
製
造

活
字
目
録
。

初
号
は
木
活
字
、
三
号
の
楷
書
・
行
書
は
日
本
製
だ
が
、
一
・

二
・
三
・
四
・
五
・
七
号
の
明
朝
体
は
上
海
美
華
書
館
の
活
字

の
完
全
な
コ
ピ
ー
で
あ
る
。
こ
の
目
録
で
は
「
号
」
が
活
字
サ

イ
ズ
の
呼
称
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
ま

た
、
美
華
書
館
の
六
号
を
一
つ
下
の
七
号
と
し,

五
号
の
下
に

新
し
い
サ
イ
ズ
の
六
号
を
作
る
計
画
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。 

﹇
一
七
頁
参
照
﹈

　
参
考
文
献
・
関
連
書
籍

●『
日
本
の
近
代
活
字　

本
木
昌
造
と
そ
の
周
辺
』

　

近
代
印
刷
活
字
文
化
保
存
会
、
二
〇
〇
三
年

●『
本
と
活
字
の
歴
史
事
典
』
柏
書
房
、
二
〇
〇
〇
年

●『
明
朝
活
字　

そ
の
歴
史
と
現
状
』
平
凡
社
、
一
九
七
六
年

●『
季
刊
プ
リ
ン
ト
』
印
刷
出
版
研
究
所
、
一
九
六
二
年

上海から明朝体活字がやってきた



一
七

★
図
七

上海から明朝体活字がやってきた


